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　細胞の分化を制御する遺伝子を特定できれば、再生医療や
遺伝子治療における標的遺伝子になると期待される。

ES/iPS 細胞は様々な細胞系譜への分化能を有すため、再
生医療への応用が期待されている。しかし、臨床への応用を
達成するには、高品質の分化細胞を取得する必要があり、そ
のためには、細胞分化に関する基礎的知見を得る必要があ
る。我々の研究室では、独自に開発した方法を用いて、マウ
ス ES 細胞において、様々な遺伝子が両アレル共に破壊され
たホモ変異体バンクを構築してきた。さらに、その表現型解
析を通じて、分化制御の鍵を握る遺伝子を特定しようと試み
ている。我々のアプローチは、研究者の恣意的要素を排除し
て多くの変異体をスクリーニングすることに特徴があり、研
究者が想定できなかった重要な遺伝子を特定できると期待で
きる。

本変異細胞株の一部は既に（独）医薬基盤・健康・栄養研
究所へ寄託済みであるが、未寄託の細胞株も多く有してお
り、外部研究者との共同研究も進行中である。本変異体バン
クを、産業界を含めた多くの研究者へのリソースとして提供
し、様々な研究が進展するための原動力としたい。
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